
「米国の黒人霊歌とポップミュージックと
キリスト教における身心変容技法」 

同志社大学神学部　関谷直人

ゴスペルと「黒人霊歌」

比較的新しい
作者がはっきりしている

奴隷の生活の中から
生まれて来たもの。

作者不詳

黒人霊歌ゴスペル

黒人霊歌（Spirituals)

17世紀から1865年に解放されるまで米国
で奴隷生活をしていたアフリカン・アメリ
カンの人々の音楽。

奴隷船

わずか縦横18フィート×16フィート部屋に女性（多くは妊婦）を280人詰め込
んだ。あらゆる空間を利用して奴隷を積み込んだわけだが、極端な場合には、横
臥させては場所を取りすぎるというので、ほとんど身動きできないほどの空間
に、ただ座らせたままで航海した。荒天の時には丸窓が閉められため空気は混
濁し、赤道直下の炎天とあっては、その非衛生ぶりは想像をはるかに絶するもの
があった。その悪臭は何海里も先から、ゆきかう船の人々をなやませたとい
う。また、あまりの不潔ぶりに、奴隷船として使用した船は、たいてい三航海ぐ
らいで、捨ててしまわなければなかった。それでも、採算は十二分にとれたので
ある。（中略）ある奴隷船では、239人を積んでギニア海岸を出発し、途中で水
葬にする者70名にお読んだ。またある船は339人の奴隷のうち、西インド諸島
に無事到着したのは214人にすぎなかった、、、（後略）                                                      
（猿谷　要、『アメリカ黒人解放史』、11)



奴隷船

”THE_STORY_OF_GOSPEL_MUSIC”から

奴隷売買

黒人霊歌に対する評価

白人音楽家　ヘンリー・クレービール　ーー　「この奴隷歌は
アメリカにおいて発生した唯一の考慮に値する一連の歌」。 

ジェームス・ウエルドン・ジョンソンーー「アメリカ唯一の民
族音楽であり…この国が提供できる最も洗練された特徴ある芸
術的貢献である」 

W.E.B. デュボイスーー「海のこちら側で生まれた人間経験に
ついての最も美しい表現」

黒人霊歌に対する評価

ドイツ人　リヒャルト・ワラシェック----- 

「ヨーロッパ人の作品の模倣に過ぎない。
黒人はそれを拾い上げて少しばかりのバリ
エーションを加えただけだ」。 



「白人から黒人へ」に対する 
ジョン・W・ワークの反論

「バリエーション」（変化）だというのか！…それは多分、ワラシェック博士
が、ワッツ博士やその他の讃美歌作者たちの＜長音節＞の歌を黒人が歌うの
を、聞いたためであろう。もしそうならば、彼は確かに今までに聞いたことの
ないような「変奏曲」（バリエーション）を聞いたことになる！黒人はこのよ
うな讃美歌の一つを取り上げて、「ヨーロッパ人の作品」以上のもの、「それ
を拾い上げて、少しばかりの変化を加えたもの」と思われるような声で歌うこ
とができるのである。なぜなら、黒人は音階を自由に上下したり、わき道にそ
れたり、ちょっと休止したりする、しかも適切に時間を守り、全く目もくらむ
ような仕方で行うことができるので、外部の者はただただ驚くばかりであるか
らである。（ジェームス・H・コーン、『黒人霊歌とキリスト教』、26）

「それを拾い上げて、少しばかりの変化を加えたもの」

白人教会の音楽状況

The Bay Psalm Book (1640) 　

Lining Out

THE BAY PSALM BOOK

Psalm 6 

Lord in thy wrath rebuke me not, 
 nor in thy hot wrath chasten me. 
Pitty me Lord, for I am weak. 
Lord heale me, for my bones vext be.

Lining Out唱法の例



アフリカ的な要素 
生まれ故郷から

ヨーロッパ的な要素 
主人たちから黒人霊歌

ハイブリッドな「黒人霊歌」 「黒人霊歌」の音楽的特徴

ダンス

シャウト

ドラム

Moan

SWING LOW, SWEET　CHARIOT

Swing	low,	sweet	chariot,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
Swing	low,	sweet	chariot,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

I	looked	over	Jordan,	and	what	did	I	see?	
Coming	for	to	carry	me	home,	
A	band	of	angels	coming	after	me,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

Refrain	

If	you	get	there	before	I	do,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
Tell	all	my	friends	I’m	coming,	too.	
Coming	for	to	carry	me	home.	

Refrain	

I’m	sometimes	up	and	sometimes	down,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
But	still	my	soul	feels	heavenly	bound,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

Refrain	

The	brightest	day	that	I	can	say,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
When	Jesus	washed	my	sins	away,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

	

STUDY WAR NO MORE

Goin’to	lay	dow	my	burden	
Down	by	the	riverside,	
Down	by	the	riverside,		
Down	by	the	riverside	
Goin’to	lay	dow	my	burden	
Down	by	the	riverside,	
to	study	war	no	more.	

I	ain’goin’to	study	war	no	
more.	

Goin’to	lay	dow	my	sword	and	
shield.	
Down	by	the	riverside,	
Down	by	the	riverside,		
Down	by	the	riverside	
Goin’to	lay	dow	my	sword	and	
shield,	
to	study	war	no	more.	

I	ain’goin’to	study	war	no	
more.	
	



コール・アンド・レスポンス

Swing low, sweet chariot 

Study War No More 

Michel Row the Boat a 
Shore

奴隷として(16C)

100人の黒人男女、子どもに対してーーーイギリス産綿
布、マスケット銃５丁、鉄の地金21個、短刀72振り、
火薬半樽 

男一人あたりーーーラム酒１００ガロン 

女一人あたりーーーラム酒85ガロン

CAMP METING

その音はナイアガラの滝のそれのようでした。
大量の人の海が嵐のようにうなっていました。7
人の説教者が同時に説教をし、ある人々は歌っ
ていました。また、他の人々は叫び、またある
人々はもっとも悲惨な声で神の憐れみを祈り求
めていた。」                        （Andrew Wilson-Dickson  The story of  Christian Music, 192.)　

アフリカン・アメリカン奴隷の数
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過酷な労働と霊歌

子どもを奪われる女奴隷

奴隷用の信仰問答

 

　問い「神はあなたを何をさせるためにお造りになられま
したか。」 

答え「穀物をとるためです」 

問い「あなたは姦淫してはならない」というのはどうい
うことですか。」 

答え「それは、天にいます父と地上におけるわたしたち
のご主人様に仕え、わたしたちの監督に従い、それから
何も盗んではいけないということです。」

Donald Matthews, Slavery and Methodism (Princeton University Press, 1965), p.87. 

発展の過程
キリスト教化された奴隷 

労働歌 

アフリカの伝統に根ざした音楽 

ドラム 
ダンス 
リングシャウト

「異教的」との理由で
基本的に禁止された。

SPIRITUAL（霊歌）
Ephesians 5:19-22 (King James Version) 

Speaking to yourselves in psalms and hymns and 
spiritual songs, singing and making melody in your 
heart to the Lord; 

エフェソの信徒への手紙 / 5章 19節 

詩編と賛歌と霊的な歌によって語り合い、主に向かって
心からほめ歌いなさい。



霊歌の特徴

作者不詳 

Call and Response  

Sorrow songs and Jubilee （悲しみと喜び） 

 埋め込まれた政治的な意味

Sorrow songs

Sometimes I feel 
Like a motherless child  
Sometimes I feel 
Like a motherless child 
A Long Way From Home 
A Long Way From Home

時には母のない子の
ように感じる 
時には母のない子の
ように感じる 

我が家を遠く離れて 
我が家を遠く離れて

Jubilee

There is a balm in Gilead 
To make the wounded whole; 
There is a balm in Gilead 
To heal the sin sick soul.

Some times I feel discouraged, 
And think my work’s in vain, 
But then the Holy Spirit 
Revives my soul again.

Refrain

ギレアドには癒しを与えてくれる乳香があ
る。 
ギレアドには罪で病んだ魂を癒してくれる
乳香がある。（※）

時には情けない気分になって、自分のして
いることが空しいことのように思える。 
でもそんなとき、聖霊がもう一度私の魂
を生き返らせて下さる。

繰り返し※

エレミヤ書8章22節

「ギレアドに乳香がないとい
うのか、そこには医者がいな
いのか。なぜ、娘なるわが民
の傷はいえないのか。」



埋め込まれた政治的意味

家(Home)、天国　→　自由の地（北部） 

ヨルダン川　→　南北を隔てている川 

「川を渡る」、「乗り物に乗る」→北部へ逃げる

死後の幸福を願う歌

Plenty good room, plenty good room 
Plenty good room in my Father's kingdom 
Plenty good room, plenty good room  
Choose your seat and sit down 

Plenty good room 神様の国には良い
部屋が一杯ある！

SWING LOW, SWEET CHARIOT

Swing	low,	sweet	chariot,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
Swing	low,	sweet	chariot,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

I	looked	over	Jordan,	and	what	did	I	see?	
Coming	for	to	carry	me	home,	
A	band	of	angels	coming	after	me,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

Refrain	

If	you	get	there	before	I	do,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
Tell	all	my	friends	I’m	coming,	too.	
Coming	for	to	carry	me	home.	

Refrain	

I’m	sometimes	up	and	sometimes	down,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
But	still	my	soul	feels	heavenly	bound,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

Refrain	

The	brightest	day	that	I	can	say,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
When	Jesus	washed	my	sins	away,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

	

ヨルダン川

君が僕より先にそこへ着いたら

家、天国

「黒人霊歌」に隠された意味

ヨルダン川

乗り物（馬車、汽車）

天国

オハイオ川

Under Ground Railroad、脱走

北部



オハイオ川

奴隷制を堅持しようとした南部と、奴隷制度
に反対する北部を分つ川。「黒人奴隷」がこ
の川を渡ることは、自由を得る「可能性」を
獲得することを意味していた。

SWING LOW, SWEET CHARIOT

Swing	low,	sweet	chariot,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
Swing	low,	sweet	chariot,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

I	looked	over	Jordan,	and	what	did	I	see?	
Coming	for	to	carry	me	home,	
A	band	of	angels	coming	after	me,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

Refrain	

If	you	get	there	before	I	do,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
Tell	all	my	friends	I’m	coming,	too.	
Coming	for	to	carry	me	home.	

Refrain	

I’m	sometimes	up	and	sometimes	down,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
But	still	my	soul	feels	heavenly	bound,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

Refrain	

The	brightest	day	that	I	can	say,	
Coming	for	to	carry	me	home,	
When	Jesus	washed	my	sins	away,	
Coming	for	to	carry	me	home.	

	

ヨルダン川

君が僕より先にそこへ着いたら

オハイオ川

君が先に逃げ切れたら

北部家、天国

川

Wade in the water. 
Wade in the water children. 
Wade in the water. 
God's gonna trouble the 
water.

ヨハネによる福音書 / 5章 3b-4節 

彼らは、水が動くのを待っていた。それは、
主の使いがときどき池に降りて来て、水が動
くことがあり、水が動いたとき、真っ先に水
に入る者は、どんな病気にかかっていても、
いやされたからである。

逃亡の際
の 

実践的な
指示

UNDER GROUND RAILROAD

オハイオ川を渡り、北部へ逃げ込んで来た奴隷たちを、
安全な場所（カナダなど）へ移送する地下組織。ハリ
エット・タブマンは数千人の奴隷の逃亡を幇助した。

The gospel train
 
The gospel train is coming,
I hear it just at hand,
I hear the car wheels moving,
And rumbling thro' the land.
Get on board, children,
Get on board, children,
Get on board, children,
For there's room for many a 
more.



UGRR(The Underground 
Railroad)

黒人たちを解放する手伝いをしていた地下組
織 

「川を渡る」、「馬車の荷台」、「列車に
乗る」→UGRRとの関係。 

“Wade in the Water”, “The Gospel 
Train”, “Swing Low, Sweet Chariot”

Fisk Jubilee Singers

南北戦争後南部で、元奴隷であった家の子ど
もの教育のために始められたFisk College。
コンサートスピリチュアル
1871年にカレッジのシンシナティを皮切りに
アメリカツアーを開始。40,000ドルの収益
をあげた。後にオランダ、ドイツ、イギリス
での公演を行い。女王の前でも歌った。

Roll Jordan Roll

Roll Jordan, roll 
Roll Jordan, roll 
I want to go to heaven when I die 
To hear Jordan roll

Oh, brothers you ought to have 
been there. 
Yes my Lord! 
A sitting in the Kingdom 
To hear Jordan roll

流れよ、ヨルダン川よ、流れよ 

死んだら天国に行って、ヨルダ
ン川の流れの音を聞きたい

あぁ兄弟たち、もう着いている
のだろうね。そうです主よ！ 

神の国で安んじてヨルダン川の
流れの音を聞いているのでしょ
う。

アフリカンアメリカン音楽とポッ
プミュージック

奴隷制度

キリスト教に主に
由来するSpiritual

労働に付随して発
生したSpiritual

教会

Spiritual リバイバル

図1



アフリカンアメリカン音楽とポッ
プミュージック

Spiritual

ブルース

R & B
ロックンロール

ソウル
ハードロック、ヘビーメタル、
ニューエイジ、Punk

ラグタイム

New orleans Jazz

Swing

Fusion・Jazz

 Rap
図2

SISTER ACT

GOSPELの父トーマス・ドーシー

1930年代にゴスペルの基礎を固め
る。 
作曲し、出版し、教会で歌うとい
う仕組みを完成。 
“Take My Hand Precious Lord”

“Precious Lord Take My 
Hand”

Precious Lord, take my hand, 
Lead me on, let me stand, 
I am tired, I am weak, I am 
worn; 
Through the storm, through the 
night, 
Lead me on to the light:
Refrain

Take my hand, precious Lord, 
Lead me home.

いと高き主よ、私の手を
取り導いて、私を立ち上
がらせてください。

私が弱り、疲れ果ててい
るとき、嵐の夜を行くと
きも光へと導いてくださ
い。



公民権運動とゴスペル
We shall overcome 

We shall overcome  
We shall overcome  
We shall overcome some day  
CHORUS: 
Oh, deep in my heart  
I do believe  
We shall overcome some day  

CCM(Contemporary Christian 
Music)と「教会音楽」
形態 音楽の 

スタイル 楽器 支持層 文化

「教会
音楽」

讃美歌、 
器楽曲、 
合唱曲

伝統的
オルガン、声
楽、 

管弦楽器

主にメイン
ラインチャ
ーチ

ハイカルチ
ャー

CCM
バンド、ソロ
ボーカル、 
CD、ＤＶＤ

ロック、ポップ
ス、ヒップホッ
プ、メタル、バラ
ード、Jazz

ボーカル、エレキ
ギター、ベース、
ドラムス、キー

ボード

超教派的な
支持。しか
し基本的に
若者

ローカルチ
ャー

６％強

音楽業界全体では

売り上げ（全体に占めるパーセント）



アーティスト

Amy Grant

Amy Grant

2003     Simple Thing 
2002     Legacy 
1997     Behind the Eyes 
1994     House Of Love 
1991     Heart In Motion 
1988     Lead Me On 
1986     The Collection 
1985     Unguarded 
1984     Straight Ahead 
1983     A Christmas Album 
1982     Age To Age 
1981     In Concert Volume 2 
1980     In Concert 
1980     Never Alone 
1979     My Father's Eyes 
1977     Amy Grant 

ジョージア州オーガスタで生まれ、
ヒューストンで育つ。医者を父に持つ
四人姉妹の末っ子で、１０代の頃、一
家でテネシーナッシュビルへ移る。１
４歳の時に作曲を始め、15歳の時に、
最大手のクリスチャンレーベルであ
る”Word”と契約。過去5回グラミーの
ゴスペル部門賞を受賞。7作目も"Age 
to Age"(82年）は、100万枚のヒットと
なり、ビルボードの宗教音楽チャート
に3年間入っていた

I will be your friend
なにもかもが厳しい状況の時
道の終わりははてしなく思える
でも、どんなに離れていても
私はあなたのそばにいる

雨の日にはあなたの非難場に
あなたがもう一度微笑むことができるようにし
てあげる
あなたが失意の時に、あなたを笑わせてあげる
わ
どこにいても

だって私はあなたから去ったりしない
もしある日、壁が音をたててくずれ
あなたが一人だと感じ、怖れていても
いつでも私をあてにしていいの
永遠が終わるその時まで
私はあなたの友達だから

たくさんの人が来ては去っていく
でも、何も変えることはできない
あなたは決して大勢の中のただの一つの顔でないの
いつかわかる

季節と年月が過ぎても、
私はあなたを抱きしめるの
怖れないで

全てのロウソクが消え落ちても私はあなたの近くにい
る
そのことを知っていてほしい

エイミー・グラント、Behind the Eyes、Word Record. Inc., 1997.より抜粋

訳：関谷直人

CCMの特徴

音楽のスタイルではなく、むしろ歌詞が重要 

「キリスト教国」アメリカの「通奏低音」
としてのCCM 

Great CommissionとPop Culture
すべての国民を弟子として、父と子と聖霊との名に
よって、彼らにバプテスマを施し、あなたがたに命じ
ておいたいっさいのことを守るように教えよ。（マ
タイ 28:8）

CCMの三つの機能

芸術としての
CCM

ビジネスとし
てのCCM

宣教のツール
としての
CCM

緊張
関係

緊張
関係



　Yomiuri Online, 2006. 2.25

You Rase Me Up

When I am down, and oh my soul, so weary, 
when troubles come and my heart burdened 
be. 
Then, I am still and wait here in the silence, 
until You come and sit awhile with me.
You raise me up, so I can stand on 
mountains. 
You raise me up, to walk on stormy seas. 
I am strong, when I am on Your shoulders 
You raise me up to more than I can be.

心が沈んで　精神が疲れたとき 

悩みがあって　心に重荷を背負ったとき 

僕はここで静かに待っていよう 
あなたが来て　そばに座ってくれるまで

あなたが励ましてくれるから　高い山にも登っていけ
る 
あなたが励ましてくれるから　荒れ狂う海も歩いてゆ
ける 

僕は強くなれる　あなたを信じ頼っていれば 
あなたが励ましてくれるから、いつもの僕より強くな
れる

You Raise Me Up

心が沈んで　精神が疲れたとき 

悩みがあって　心に重荷を背負ったとき 

私はここで静かに待っています。 
主よ、あなたが来て　そばに座ってくださるまで

主が励ましてくれるから　高い山にも登っていける 

主が励ましてくれるから　荒れ狂う海も歩いてゆける 

私は強くなれる　あなたを信じ頼っていれば 
主が励ましてくれるから、いつもの私より強くなれる

社会変容と統合のメッ
セージとしてのCCM

9.11の追悼記念集会（2001）

スーパーボールの中で行われた「NASAス
ペースシャトル・コロンビア墜落事故乗組員
追悼記念会」(2004)

“Pride”(2006)



おわり
「「米国の黒人霊歌とポップミュージックとキリスト

教における身心変容技法」 
同志社大学神学部　関谷直人


